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成果の概要／安江成輝 

所属：京都大学 大学院工学研究科 マイクロエンジニアリング専攻 博士後期課程 2 年 

参加した学会：第 15 回機能共鳴解析手法国際集会（コペンハーゲン、デンマーク） 

発表題目：Analyzing Adaptive Expertise in Manufacturing Using FRAM 

 

この集会は、機能共鳴解析手法（FRAM: Functional Resonance Analysis Method）と呼ば

れる手法を用いている世界中の研究者が年に一度集まり、お互いの研究成果を発表、議論す

る場である。FRAM は、近年の航空機や原子力プラントで起こる事故の複雑化を背景に、

社会技術システムの安全性を向上させるレジリエンス・エンジニアリングにおいて注目さ

れている手法の一つである。今年で 15 回目を数えるこの集会は、FRAM の提唱者である

Hollnagel 教授をはじめとして、同じ手法を用いる研究者がそれぞれの最新の成果を持ち寄

って議論することで、この分野の発展における中心的な役割を果たしている。 

私は、この集会に参加し、Analyzing Adaptive Expertise in Manufacturing Using FRAM と

いう題目で発表した。これは、製造業における作業者の適応的熟達を FRAM に基づいて明

らかにしようとする取り組みについての発表である。近年の高齢化や生産年齢人口の減少

に伴い、製造現場で培われてきた技能の継承問題が深刻化する中、言語化が困難な暗黙知と

される技能を明らかにすることが求められている。FRAM は安全解析にルーツを持ちなが

らも、作業者が周辺環境と相互作用を持ちながら様々な変動要因に適応的に対処する側面

に注目していることから、熟練作業者の適応的技能の解明に応用できるのではないかとい

うのが研究テーマの趣旨である。ケーススタディとして射出成型金型の磨き作業に注目し

た解析の結果が発表された。発表後の Q&A セッションでは、自らのフィールドでも同様の

問題が起きていて興味深いという他国の研究者のコメントや、レジリエンス・エンジニアリ

ングの観点から作業者の適応というものはどうモデル化されるかに関する議論があった。

議論は Q&A セッション内で収まらず、その後の昼食時間にまで及び、今後の研究の展開に

ついて多くの示唆を得た。 

このほかに、Tutorial としてデンマークの医療現場などを事例に、FRAM の手法としての

用い方や適用事例に関する講演が勉強になった。FRAM を用いる際の安全管理の実務者と

しての視点は、研究テーマに FRAM を取り入れた学生である私にとっても参考になる点が

多くあり、今後の研究において軌道修正するべき点をいくつか確認することができた。 

今回の国際集会での研究発表は、海外での対面での発表という意味では初めての経験だ

った。これまでにオンライン発表は経験があったが、今回は上記のように発表セッションが

終わっても議論が続いたり、コーヒーブレイクや駅までの移動などの合間の時間にお互い

の研究に関するコメントを交わしたりなど、対面参加ならではのコミュニケーションが多

くあり、良い経験となった。 

最後に、このような素晴らしい機会を支援していただいた貴財団に感謝申し上げます。 


